
学校名

記録者

日時

会場 井荻小学校　校長室

会議内容（次第順）

次回の会議日程

2月17日(土)9:30〜

1.会長挨拶   2.校長挨拶

3.報告事項

・その他…2/17(土)PTA主催の花火大会を行う。近隣にお知らせの配布と地域の方へご案内する。

（１）児童、学校の様子と学校経営の状況について
大谷グローブが届いた。使い方を児童に任せたいので朝会でクラスで考えるように呼び掛けたところ、野球ゲームをす
るクラスがあった。落ち着かない学級があり、全教職員が協力し対応している。

（２）CSアンケートの結果分析
・過去3年間とは異なる質問項目にした。（主に身近な学校生活に関する内容）
・今回は初めて児童向け（3年生以上）にアンケートを行ったがクラスによって差があるものの、高い回答率だった。
・保護者はウェブ回答と紙回答併用、児童はウェブ回答のみ。保護者はほぼウェブ回答で紙の提出は3名だった。
・保護者向けの回答率は前年度の半分になってしまったのは、学校のアンケートと重なったことも一つの要因かもしれ
ない。
・保護者自由記述欄は(ア)井荻小学校のさらに伸ばしたい良いところや改善すべき点・(イ)その他自由なテーマ
・児童自由記述欄は、井荻小学校に「こうしたらもっといい学校のなる」と思うこと。
・回答率は下がったが自由記述欄は多数の保護者が記入している。身近な問題・懸念に関する内容が多い。
次回の会議でアンケート結果について話し合う

（３）いおぎ丸から
体験的授業サポートで1/15に1年生凧作り・凧あげがあった。これから、1年昔遊び、2年犬と仲良しと馬頭琴、3年洗濯
板で洗濯・野鳥観察での双眼鏡の使い方
2/17(土)13:00漢検を行う。例年の1月から2月に変更したら申込者が増え96名の受検となる。
1/20（土）5年生の環境サミット
1/27（土）善福寺川水鳥の棲む水辺創出事業シンポジウムで井荻小学校の活動報告を行う。
10/29（日）子ども・子育てプラザ善福寺のざりまるまつりのサポートをいおぎ丸で初めて行った。

４．協議事項：学校関係者評価委員会
（１）学校評価について
一番大切にしていることは、「安心と居場所のある学級の中で、児童の主体的な活動を積み重ね力を養う」こと。
特別活動を重視し学級作り、高め合う人間関係を育んできたが教職員の研鑽が必要。学校に不安を抱く児童や授業の
妨げとなる言動をする児童がおり落ち着かない学級になり、児童や保護者対応が課題となっている。校内委員会で組
織的に対応し担任が一人で抱え込まない体制を作り迅速に対応している。児童の規範意識の育成や学級集団の向上
が必要ではないか。
（２）学校関係者の評価
区教育調査の結果、校長の評価報告書、教職員の学校評価を本日の配布資料をもとに次回、話し合う。

学校運営協議会会議録

井荻小学校

会田　洋子

開催日時 1月17日(水）10:00～12:00

開催場所　 井荻小学校校長室

傍聴者人数 0人

出席者（委員）
田中校長、東海林会長、田中会長職務代理、岩渕委員、澤地委員、中谷委員、嶋田委員、佐野委員、会
田委員

出席者（学校）小瀧副校長

様式２


